国際関係会　ＯＢＧ会　平成２６年度　総会　議案書
２０１４年６月２１日

於：慶応義塾大学三田キャンパス西校舎

519教室

　
会員数　　1293名　（正会員　７３３名、準（一般）会員　560名）　（平成２６年6月16日現在）
定足数　７３　出席者数　２３０（正会員66、委任状提出正会員164）

【議案１】２５年度活動報告　（中江副会長より発表）
【議案２】２５年度収支決算・会計報告・監査報告　（岩田幹事長より報告、加藤監査役報告）
【議案３】会長専任、新役員承認　（新会長より挨拶）

【議案４】２６年度事業企画案及び予算案　（新会長より発表）

　　　　　（６０周年記念事業・催事に関して）

【現役報告】ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

【議案１】２５年度活動報告
1 ２５年度総会開催致しました。（平成２５年６月22日（土））
議案　２４年度活動報告、２５年度活動方針及び予算案　等　
2 講演会開催（総会後に開催）致しました。
　　　 ・講師：　朴　斗鎮（Park Too Jin）氏　　　（朴　斗鎮コリア国際研究所・所長）

　　　　テーマ：『過激化する北朝鮮の瀬戸際政策・日本はどう対応すべきか？』
　　　　　　懇親会は田町駅構内パブ「スタシェーン田町店」を借り切って開催し５９名の会員が参加し懇談致しました。

3 役員会開催　原則隔月（第３土曜日）定例及び臨時として合計８回開催致しました。
4 現役プログラムへの支援・応援活動を致しました。　
a. PAL（Promoting Asian Leadership）の現役学生活動を応援すると同時に来日中国人学生（10名）への資金的支援を行いました。（合宿宿泊費の補助）
b. ＳＫＩＰ（Stanford Keio International Program）への応援 
スタンフォード大との交流再開を期待して、現役学生活動ＳＫＩＰでの来日留学生向けプレゼンテーション及び歓迎会を開催。目黒雅叙園観光訪問への支援。　KSP(Keio Stanford Program)　OBOG会組織を結成する事となりました。　今後とも協力関係を維持していきます。
5 トーキングプログラム（勉強会）
日吉の1、2年生を中心に、英語ディスカッション講義を前期に実施しました。

OBや国際NGOの方を呼び、講演会も開催するなど、現役生のニーズに合わせたプログラムとして企画しました。
6 政治経済勉強会（ＩＩＲサロン）開催
2013年度は下記講演を行いました。
5月15日　「エシカル経済が世界を救う」　hasuna代表取締役白木夏子氏、　andu amet　鮫島弘子氏
6月22日　「過激化する北朝鮮の瀬戸際政策の真実」　コリア国際研究所所長朴斗鎮氏

7月24日　　「世界で一番分かりやすいNISA」　フィデリティ退職・投資教育研究所所長　野尻哲史氏
9月2日　「野党結集なるか！？みんなの党離脱、柿沢議員が全てを語る」　衆議院議員柿沢未途氏
12月2日　「女性のカラダの疑問　すべて答えます」　産婦人科医宋美玄氏
7 就職活動セミナー（１１月16日）「ＯＢＯＧと語る会」として開催致しました。
10業種で働くIIR　OBOGが現役学生に対して各業界の概要等をプレゼンテーションしました。また質疑応答がなされ、現役学生が企業を選択するにあたり、単なるOBOG訪問では得られない貴重な意見交換の場となっており、毎年多くの学生部員が参加しています。
　
8 「１期～１０期のOB・OGと現役との集まり会」を９月２６日に開催致しました。
先輩OBOG１４名と現役学生１３名との将来を考える意見交換をしました。　全員の自己紹介を行い、現役活動報告をプレゼンテーション形式で行い、OBOG全員に各自ＩＩＲの思い出などを語って戴きました。
9 ＩＩＲ現役新役員との懇親会開催致しました。（平成２６年１月１１日）　

定例役員会を三田の萬來舎で行った後、三田キャンパス正門前のイタリアン・レストラン「ヴイノグラジェ」にてＯＢＯＧ１０名、現役学生新役員２７名が参加しレストランを借り切って約2時間、お互いの自己紹介、ＩＩＲの思い出、活動の抱負などを話し合い、楽しい雰囲気の懇親会でした。

毎年行いますので、皆さまの参加をお待ちしております。
10 石原渥勇前会長より寄付金の受領そして偲ぶ会　（生花を贈る）
石原渥勇前会長（IIR第1期）は2013年2月19日安らかに旅立たれました。　石原氏のご意志を受けて令夫人よりＯＢ・ＯＧ会への３００万円の寄付の申し出を受け受領致しました。IIR OB・OG会の継続を強く望んでおられたご意志を受けて「石原ＦＵＮＤ」として特別会計で管理していきます。今年2月８日に偲ぶ会が予定されていましたが、残念ながら前日からの豪雪により中止となりました。　令夫人宛て生花を贈りました。　ご冥福を心からお祈り申し上げます。

11 特選塾員推薦については、平成２５年度の推薦者は有りませんでしたが、26年度は推薦を行いたく候補者の選定を行っております。
12 ホームページ拡充（講演報告などを追加掲載）　（http://www.iir.jp　でご覧下さい）
13 ６０周年記念催事の為の準備を行いました。
　　　　　　2015年にはIIR創立60周年を迎えるので、伊勢現体制でその記念行事を行うことを確認。　５０周年に実行できなかったことを包括し、その後の新たな活動を振返りこれからの活動指針として参考とする。祝賀会は2015年6月20日（土）とし、準備して行く。行事としては、講演会、Panel Discussion(例：海外留学の意義)、論文コンテスト、記念誌的なアーカイブを作成する事に決定。　形態・内容は今後検討し決定する。

【議案２】２５年度収支決算・会計報告・監査報告　
　　　　　　　　別紙配布
【議案３】会長専任、新役員承認　
会長専任後、新会長より挨拶、新役員の紹介
　
【議案４】２６年度事業企画案・予算案
　　　別紙配布の「予算案」ご参照下さい。
（平成２５年度会計報告の裏面になります）
Ｉ．・６０周年記念事業準備

６０周年記念の式典を２０１５年６月２０日（土）開催で準備していく

１．記念誌　（ＨＰに掲載する事を中心として）
①最初の５０年を今ふりかえって　（５０周年記念誌のコンテンツをＨＰに掲載済）


②５０年から６０年の歩み　（ＯＢＯＧのインタビュー掲載）
③現役からの１０年に亘る活動報告とプログラム案内
④６０年以降のＩＩＲと「留学」を考える会合の開催と報告
⑤Host familyとＩＩＲ
２．祝賀の会
　　「慶應義塾の国際化　（仮題）」などの命題でパネルデイスカッションを企画する。
　　懇親会には出来るだけ多くのOBOG参加を目標に勧誘活動を行う。
ＩＩ．組織に関する事項　
平成２５年度総会の開催　（２０１４年６月２１日（土））
役員会の開催　隔月　（原則奇数月第3土曜日4時より三田・萬來舎にて開催）
６０周年実行委員会の立ち上げ、定例委員会の開催（毎月三役会と同時に開催）
IT関係の充実　（実務担当者の選任、Ｎｅｔ関係を充実し名簿整理、ＨＰの充実）　
資金と組織強化については、役員の増員・会組織強化は急務である。　　ＯＢＯＧ全員へ再コンタクトし各学年期に複数のリーダー的な人材を発掘し、活動を依頼する。


　

ＩＩＩ．事業活動
①現役プログラムへの応援・支援活動
・今年度はスタンフォード・UBC（ＬＩＮＫ）との再交流を促進
・アジアのリーダーシップとの交流促進を目標とするPAL
・FUNプロジェクト　への支援
・IW（International Week）での企業訪問のサポート
②講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び懇親会
③勉強会　（トーキングプログラム・ＩＩＲサロン政治経済研究会など）
④就職活動セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）
⑤現役新役員との顔合わせと懇親会（2015年１月に予定）
【現役報告】ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

（現役学生からの報告書を添付しております。ご参照ください）
会員の皆様へのお願い
・ＯＢ・ＯＧ会の連絡・組織について

６０周年記念式典に向けて、名簿整理などを進めております。
つきましては同期・交換留学生との集い等をされている状況を役員会にお知らせ下さい。

・ＩＩＲ現在の立場、塾・社会との関係、目指すべき方向についてのご意見をお寄せ下さい。
上記に記載致しました総ての事項に於いて新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を随時募集しております。
以上
次回の定例役員会は７月２６日（土）11：００～１４：００ＰＭ　
三田・萬來舎にて予定しております。
（オブザーバーとして任意ご参加戴きたくお願い申し上げます）

　　
２０１５年度総会は６０周年記念式典として、2015年6月20日（土）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録をご確認戴きたくお願い申し上げます。
総会の通知は登録のアドレスへ一斉配信しております。　受信がない方は未登録とご理解下さい。新アドレスのご連絡はＯＢ・ＯＧ会のホームページでお知らせ下さい。　又は

h-k-iwata@nifty.com 岩田へお願い致します。
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